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総
合
的
・
一
体
的
な
高
齢
者
施
策
を
推
進
し
ま
す

杉
並
区
長  　
　

岸
本 

聡
子

　

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

二
〇
二
五
年
問
題
、
そ
し
て
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
と
な

る
二
〇
四
〇
年
問
題
を
見
据
え
、

今
後
と
も
、
杉
並
区
基
本
構
想
に

掲
げ
た
「
人
生
100
年
時
代
を
自
分

ら
し
く
健
や
か
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」「
す
べ
て
の
人
が

認
め
合
い
、
支
え
・
支
え
ら
れ
な

が
ら
共
生
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
浴
風
会

が
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
、
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
有
す
る
一
大
拠
点
と

し
て
発
展
を
続
け
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
強
化
や
認

知
症
施
策
の
充
実
な
ど
の
区
の
取

組
に
連
携
・
協
働
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充

実
に
加
え
、
私
は
、
今
後
の
高
齢

者
施
策
は
、
今
の
高
齢
者
や
こ
れ

か
ら
高
齢
者
と
な
る
方
々
に
対
す

る
医
療
・
介
護
の
予
防
に
つ
な
が

る
取
組
と
と
も
に
、
豊
か
な
知

識
・
経
験
を
有
す
る
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
取
組
に
、
よ

り
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
総
合
的
・

一
体
的
な
高
齢
者
施
策
の
展
開
を

図
る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
て
安

心
で
き
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
下
、
多
く
の
元
気
な
高
齢

者
が
仕
事
や
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
個

性
と
能
力
を
発
揮
す
る
、
活
力
あ

る
高
齢
者
社
会
の
姿
が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
利
用
し
や
す

い
移
動
手
段
、
人
に
や
さ
し
い
施

設
・
建
物
づ
く
り
、
居
場
所
と
仲

間
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学

習
の
場
の
提
供
、
多
様
な
就
業
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
区
政
全
般
に
わ

た
る
取
組
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
う
し
た
取
組
は
一
朝
一
夕

に
成
し
遂
げ
ら
れ
ず
、
実
を
結
ぶ

ま
で
に
は
一
定
の
期
間
を
要
し
ま

す
が
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
す

べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
に
予
定

し
て
い
る
杉
並
区
総
合
計
画
・
実

行
計
画
等
の
改
定
や
、（
仮
称
）

高
齢
者
施
策
推
進
計
画
の
策
定
を

契
機
に
、
全
庁
を
挙
げ
て
一
歩
一

歩
着
実
に
前
へ
進
め
て
参
り
ま

す
。
浴
風
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も

引
き
続
き
専
門
的
な
立
場
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
助
言
を
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
浴
風
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
寺
尾
理
事
長
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
26
日　

職
員
実
践
研
究
発
表
会　

（
撮
影　

松
風
園
長　

平
井 

一
浩
）
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３
月
で
定
年
退
職
さ
れ
た
大
川
セ

ン
タ
ー
長
の
後
任
と
し
て
、
４
月
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
主

任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
ケ
ア
24

高
井
戸
に
異
動
し
て
10
年
目
に
な
り

ま
す
。
そ
の
前
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に

従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ケ
ア
24
高
井
戸
は
杉
並
区
か
ら
委

託
さ
れ
た
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

で
す
。
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し

た
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
窓
口
と

電
話
で
の
相
談
内
容
は
様
々
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
か
ら
「
将
来
が
不

安
で
今
後
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
た

ら
よ
い
の
か
？
」、
近
隣
の
方
か
ら

「
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る
高
齢
者
宅
が

あ
る
の
で
様
子
を
見
に
行
っ
て
欲
し

い
。」、
遠
方
に
住
む
家
族
か
ら
、「
物

忘
れ
が
出
て
き
た
両
親
が
心
配
だ
け

れ
ど
頻
繁
に
訪
ね
て
い
け
な
い
ど
う

し
た
ら
良
い
か
？
」、
警
察
か
ら
、「
道

で
保
護
し
た
高
齢
者
に
関
し
て
心
当

た
り
は
な
い
か
？
」、
要
介
護
の
方
か

ら
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
性
が
悪

い
の
で
違
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
探

し
て
欲
し
い
。」、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
「
利
用
者
の
娘
様
が
認

知
症
の
母
親
を
叩
い
て
し
ま
っ
た
と

言
っ
て
い
る
」
等
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
解
決
策

が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
連
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
継

続
的
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
、
地
域
住
民
が
世
代
を
超
え

て
、
我
が
事
と
し
て
考
え
、
つ
な
が

る
こ
と
で
、
地
域
を
共
に
つ
く
っ
て

い
く
地
域
共
生
社
会
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

阿
部　

真
弓

　

四
月
一
日
付
に
て
浴
風
会
病
院
事

務
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
平
田
敏

昭
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
参
事
と
し
て
、
病
院
で

診
療
報
酬
に
お
け
る
施
設
基
準
や
加

算
の
取
得
な
ど
、
経
営
改
善
を
担
当

し
て
お
り
ま
し
た
。
前
職
同
様
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

浴
風
会
病
院
は
本
年
三
月
、
こ
れ

ま
で
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
五
十
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
百
床
、
医
療
療
養
病
棟
百
床
の
計

二
百
五
十
床
か
ら
医
療
療
養
病
棟
を

五
十
一
床
減
床
し
、
百
九
十
九
床
体

制
へ
と
病
棟
再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
令
和
四
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

の
あ
り
方
や
期
待
さ
れ
る
機
能
が
明

確
化
さ
れ
た
た
め
、
当
院
は
、
国
が

構
築
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
、

重
度
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
環
境
・
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
し
く
み
で
あ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
の
身
近
な
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
推
進
し
て
い

く
た
め
で
あ
り
、
今
後
、
外
来
お
よ

び
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
・

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
近
隣
の
医
療
機
関

お
よ
び
介
護
事
業
所
と
の
連
携
を
よ

り
緊
密
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
病
院
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

引
き
続
き
、地
域
の
皆
さ
ん
の
、外
来
・

入
院
診
療
、
在
宅
医
療
や
健
診
な
ど

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
、
前
職
で

の
経
営
改
善
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、

さ
ら
に
推
進
し
体
力
を
し
っ
か
り
と

付
け
、
病
院
の
基
本
方
針
に
あ
り
ま

す
「
患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
喜
ば

れ
る
病
院
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　

浴
風
会
病
院
事
務
局
長
に
就
任
し
て

浴
風
会
病
院
事
務
局
長

平
田　

敏
昭
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

VID
-

19
）
の
変

異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
感
染
力
が
強
く
、
会
内

各
施
設
・
病
院
に
お
い
て
猛
威
を
振
る
っ
た
。
各
施
設
で

は
年
間
を
通
じ
次
々
に
集
団
感
染
が
発
生
し
た
た
め
、
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
新
規
の
施
設
入
所
や
入
院
を
抑

制
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
た
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
や
円
安
等
に
よ
る
影
響
で
、
光
熱
費
の
高
騰
や
食
料

品
の
物
価
高
に
よ
り
財
政
的
に
厳
し
い
1
年
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
中
期
事
業
計
画
（
令
和
2
年
度
～
6
年
度
）
の

中
間
年
に
あ
た
り
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
検
証
し
つ
つ
、

安
定
し
た
経
営
基
盤
の
形
成
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
働
き
易
い
職
場
づ
く
り
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
当
っ
て
、
業
務
執
行
理
事
等
で
構

成
す
る
経
営
企
画
会
議
で
の
審
議
や
、
法
人
本
部
組
織
を

中
心
に
各
事
業
部
門
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
対
処
し
た
。

　

第
１ 

着
実
な
事
業
実
施
の
た
め
の
経
営
基
盤
づ
く
り

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
各
事
業
部
門
で
は
計
画
利
用
率

等
の
達
成
や
経
費
節
減
に
向
け
て
努
力
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
集
団
感
染
や
物
価
高
騰
等
の
外
的
要
因
に
よ
る
影
響
を

受
け
た
ほ
か
、
診
療
報
酬
改
正
に
伴
い
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
を
有
す
る
病
院
の
施
設
基
準
の
厳
格
化
か
ら
、
病
床
数

の
縮
小
に
向
け
た
対
応
（
入
院
の
抑
制
）
な
ど
に
よ
り
、

財
政
収
支
は
各
施
設
と
も
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

１ 

病
院
及
び
老
健
く
ぬ
ぎ
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

　

（
1
）
病
院

７
月
に
立
ち
上
げ
た
経
営
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
に
、
病
院
の
経
営
改
善
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
人
内
施
設
利
用
者
の
コ
ロ
ナ
感
染
者

受
入
れ
や
病
院
職
員
・
患
者
の
発
症
の
た
め
、
入
院
制
限

を
行
い
、
ま
た
、
診
療
報
酬
の
改
正
に
対
応
し
た
病
床
数

の
縮
小
に
向
け
、
入
院
抑
制
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
入

院
患
者
数
は
予
算
目
標
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
外
来
患
者
数
は
発
熱
外
来
患
者
の
増
加
等
に
よ

り
予
算
目
標
を
上
回
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
単
価
に
つ

い
て
も
、
各
種
加
算
の
取
得
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
収

入
等
に
よ
り
、
入
院
、
外
来
と
も
に
目
標
単
価
を
上
回
っ

た
。
年
間
収
支
に
つ
い
て
は
、光
熱
費
の
高
騰
が
影
響
し
、

若
干
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
（
2
）
老
健
く
ぬ
ぎ

　

利
用
率
の
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
に
努
め
た
が
、

５
月
と
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染

が
発
生
し
入
所
制
限
を
行
っ
た
こ
と
で
、
入
所
利
用

率
が
大
幅
に
悪
化
し
た
。
ま
た
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
集
団
感
染
に
よ
る
利
用
制
限
や
利
用
控
え

の
傾
向
が
続
き
、
利
用
率
が
伸
び
悩
ん
だ
。
但
し
、

介
護
報
酬
面
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
最
も
高
い
介
護

報
酬
が
適
用
さ
れ
る
「
超
強
化
型
」
を
維
持
で
き
た
。

２ 

法
人
機
能
の
充
実

　

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
を
受
け
て
、
経
営
組
織

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向

上
、
地
域
公
益
事
業
の
積
極
的
な
展
開
等
を
取
り
組

ん
だ
。
ま
た
、
経
営
戦
略
等
に
関
す
る
合
議
体
で
あ

る
経
営
企
画
会
議
や
内
部
監
査
を
担
当
す
る
監
査
室

も
、
所
期
の
目
的
達
成
に
努
め
た
。

　

（
1
）
経
営
企
画
会
議
等
に
よ
る
諸
課
題
の
検
討

及
び
対
処
方
針
の
決
定

　

経
営
企
画
会
議
、
幹
部
連
絡
会
議
、
部
課
長
連
絡

会
議
等
の
諸
会
議
を
通
じ
て
、
経
営
方
針
等
に
関
す

る
意
思
疎
通
を
図
っ
た
。
ま
た
、
事
業
本
部
（
保
健

衛
生
業
務
調
整
、
栄
養
業
務
調
整
、
相
談
業
務
調
整
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
調
整
）
の
取
組
み
に
よ

り
、
職
種
別
に
当
該
業
務
に
関
す
る
連
絡
調
整
を
図

り
、
業
務
の
円
滑
化
、
リ
ス
ク
管
理
に
努
め
る
な
ど

し
て
、
現
場
第
一
線
の
業
務
向
上
に
努
め
た
。

　

（
2
）
広
報
活
動
・
情
報
公
開
の
推
進

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
通
じ
、
各
事
業
の
活
動

状
況
や
事
業
報
告
、
財
務
諸
表
等
の
情
報
を
迅
速
、

か
つ
適
切
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
併
せ
て
、

浴
風
会
誌
や
各
施
設
・
病
院
が
発
行
す
る
広
報
誌
を

通
じ
、
広
報
・
情
報
公
開
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　

（
3
）
検
討
会
の
設
置

　

今
後
の
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
進
め
方
等
を
検
討

す
る
た
め
「
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
検
討
を
始
め
た
。
ま
た
令
和
7
年
に
迎
え

る
創
立
100
周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
「
記
念
事

業
企
画
委
員
会
」を
設
置
し
企
画
検
討
を
開
始
し
た
。

３ 

認
知
症
介
護
の
研
究
・
研
修
の
充
実

　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
介
護
施
策
の
課
題
解
決
や
基
盤
整
備
の
た
め

の
研
究
事
業
と
し
て
、12
課
題
の
研
究
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
事
業
は
、
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成

【令和４年度　決算報告】

6月9日に開催されました当会理事会及び6月27日開催の評議員会
において、令和３年度決算が次のように承認されました。

（１）　貸借対照表の要旨　（令和５年３月３１日現在） 単位：　千円

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産 2,594,254 流動負債 932,059
固定資産 9,816,679 固定負債 3,694,087

負債の部合計 4,626,146
基本金 506,033
国庫補助金等特別積立金 4,388,104
その他積立金 1,514,342
次期繰越活動収支差額 1,376,308
 （当期活動収支差額） (△92,509)

純資産の部合計 7,784,787
資産の部合計 12,410,933 負債・純資産合計 12,410,933

資 産 の 部 負 債 の 部

（２）　総合資金収支計算書（令和４年度） 単位：千円

養護　浴風園 523,351 537,127 △ 13,776

軽費　松風園 350,465 349,842 623

軽費　ケアハウス 165,389 165,386 3

1,039,205 11.5% 1,052,355 11.6% △ 13,150

特養　南陽園 1,182,916 1,182,643 273

特養　第二南陽園 734,950 761,943 △ 26,993

特養　第三南陽園 1,080,892 1,080,212 680

南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 45,998 47,053 △ 1,055

第二南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 52,209 61,741 △ 9,532

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひまわり 107,191 107,175 16

ヘルパーステーション 64,513 66,790 △ 2,277

3,268,669 36.2% 3,307,557 36.4% △ 38,888

浴風会病院 3,151,455 3,153,571 △ 2,116

老健くぬぎ 714,985 702,037 12,948

認知症介護研究研修ｾﾝﾀｰ 481,832 481,521 311

本部経常部 238,514 258,552 △ 20,038

8,894,660 98.4% 8,955,593 98.5% △ 60,933

52,323 51,380 943

22,072 23,269 △ 1,197

42,561 43,243 △ 682

7,405 7,242 163

124,361 1.4% 125,134 1.4% △ 773

18,217 0.2% 14,632 0.2% 3,585

9,037,238 100.0% 9,095,359 100.0% △ 58,121

収支差額収　　入　　額 支　　出　　額

老人福祉事業計　（ａ）

居宅介護支援事業所

ケアスクール

総　計　　（c+d+e）

社
　
会
　
福
　
祉
　
事
　
業

区分

介護保険事業計　（ｂ）

社会福祉事業合計（ｃ）

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

公
益
事
業

公益事業合計　（d）

収益事業　（e）

よくふう保育園

令
和
4
年
度 

事
業
報
告
（
概
要
）
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本
年
３
月
大
友
英
一
先
生
の
奥
様
よ
り
お
葉

書
を
頂
き
、
先
生
が
昨
年
の
12
月
20
日
に
他
界

さ
れ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。
吉
田
は
昭
和
54
年

の
入
職
以
後
、
平
成
21
年
に
大
友
英
一
先
生
よ

り
院
長
を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
31
年
間
、
診
療
、

研
究
、
病
院
運
営
、
さ
ら
に
種
々
の
学
会
参
加

や
運
営
な
ど
、
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙

面
で
は
書
き
切
れ
な
い
程
に
多
く
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

入
職
初
日
、
午
前
８
時
半
。
自
分
と
し
て
は

か
な
り
早
く
病
棟
へ
向
か
っ
た
つ
も
り
で
し
た

が
、
先
生
は
す
で
病
棟
全
員
の
患
者
さ
ん
の
診

察
を
終
了
し
て
お
り
、「
吉
田
君
は
初
日
な
の

で
、
ま
ず
は
Ａ
さ
ん
と
B
さ
ん
の
神
経
学
的
所

見
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
慌
て
て
病
室

へ
行
き
、
そ
の
後
勤
務
室
で
診
察
結
果
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
病
的
反
射
に
は
そ
の
出
し
方
に

コ
ツ
が
あ
る
と
教
わ
っ
た
懐
か
し
い
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
そ
の
時
に
知
っ
た
の
で
す
が
、

先
生
は
常
に
午
前
６
時
に
は
病
院
へ
出
勤
し
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
済
ま
せ
た
後
に
、
診
療
を
開

始
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
生
活
ス

タ
イ
ル
は
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
冲
中

内
科
入
局
以
来
、
浴
風
会
病
院
を
退
職
す
る
ま

で
の
実
に
57
年
間
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

深
く
感
銘
を
受
け
た
事
柄
の
一
つ
で
す
。

　

何
し
ろ
原
稿
や
論
文
を
書
き
上
げ
る
、
診
察

を
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
、目
を
見
張
る
早
さ
で
す
。

「
吉
田
君　

全
然
急
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
明
後
日
の

タ
方
に
、
そ
の
資
料
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
通
常
急
が
な
い
と
言
わ

大
友
英
一
先
生
略
歴

昭
和
3
年
10
月
14
日 

秋
田
市
生
ま
れ 

昭
和
28
年
3
月 

東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

昭
和
29
年
6
月 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
沖
中
内

科
入
局

昭
和
32
年
6
月 

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
 大
学
神
経
内
科

留
学(

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
口
ー)

昭
和
34
年
7
月 

冲
中
内
科
に
帰
局

昭
和
35
年
4
月 

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
病
院

昭
和
37
年
8
月 

同
病
院
内
科
医
長

昭
和
47
年
4
月 

同
副
院
長

昭
和
58
年
3
月-

平
成
21
年
5
月 

同
院
長

昭
和
47
年
7
月~

51
年
8
月 

宮
内
庁
東
宮
侍
医 

昭
和
55
年
4
月~

59
年
7
月 

東
京
大
学
非
常
勤
講
師 

昭
和
44
年
10
月~

平
成
6
年
3
月 

東
京
女
子
医
科
大

学
内
科
非
常
勤
講
師 

︻
学
会
会
長
歴
︼
日
本
脳
卒
中
学
会(

平
成
5 

年) 

︻
受 

賞
︼
藍
綬
褒
章(

平
成
6 

年) 

勲
三
等
瑞
宝
章 (

平
成
14 

年) 

れ
れ
ば
一
週
間
位
の
猶
予
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
先
生
の
感
覚
で
明
後
日
と
い
う
の
は
、
か

な
り
の
余
裕
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
ま
た
病
棟

回
診
は 

約
50
人
の
患
者
さ
ん
を
30
分
程
度
で
 

行
う
た
め
、
主
治
医
は
言
わ
れ
た
こ
と
を
記
載

す
る
の
に 

四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。 

　

平
成
５
年
の
第
18
回
日
本
脳
卒
中
学
総
会
の

学
会
会
長
に
な
り
、
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
成
功
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
医
学
学
会
会
長
は
準
備
や
大

会
運
営
に
多
く
の
人
材
が
必
要
な
た
め
、
通

常
、
大
学
の
教
授
が
教
室
単
位
で
持
ち
回
り
ま

す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
ら
懇
親
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
や
座
長
な
ど
の
人
選
等
を

「
吉
田
君
。
こ
れ
は
良
い
経
験
に
な
り
ま
す
し
、

各
方
面
の
人
々
と
お
仕
事
す
る
良
い
機
会
な
の

で
引
き
受
け
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
先
生
と
二
人

で
一
人
三
役
程
の
役
割
を
こ
な
し
、
や
れ
ば
で

き
る
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
事
柄
で
す
。

　

も
う
あ
の
「
吉
田
君
、、、」
が
聞
か
れ
な
く

て
寂
し
い
思
い
で
す
が
、
安
ら
か
な
眠
り
に
つ

か
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

大
友
英
一
先
生
の
思
い
出
話

浴
風
会
病
院 

名
誉
院
長

吉
田　

亮
一

研
修
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
各
2
回
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
の
新
任
者
研
修
を
8
回
、
同
現

任
者
研
修
を
6
回
実
施
し
た
。

第
２ 

利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
の
た
め
、
利
用
者
に
対
す
る
手
洗
い
・

手
指
消
毒
の
励
行
、
外
出
の
自
粛
、
マ
ス
ク
の
着
用

等
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
い
わ

ゆ
る
三
密
の
防
止
に
配
慮
し
た
。

　

他
、
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
マ

ナ
ー
の
向
上
、
看
取
り
介
護
の
推
進
と
医
療
連
携
ケ

ア
の
向
上
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
、
口
腔

機
能
維
持
・
経
口
摂
取
維
持
の
推
進
等
を
図
っ
た
。

　

老
人
福
祉
事
業
に
お
い
て
は
、
個
別
支
援
サ
ー
ビ

ス
計
画
に
基
づ
く
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
の
要
望
へ
の
的
確
な
対
応
等
に
努
め
た
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
医
療
安
全
、
感
染
症
対

策
、
防
災
対
策
等
の
安
全
管
理
を
適
確
に
推
進
し
、

ま
た
、
医
療
相
談
・
支
援
、
地
域
連
携
、
在
宅
支
援

を
積
極
的
に
進
め
た
。

　

そ
の
他
、
利
用
者
・
患
者
等
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
苦
情
に
つ
い
て
は
、
各
々
事
業
部
門
の
苦
情
解

決
責
任
者
が
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
た
。

第
３ 

専
門
職
の
連
携
を
活
か
し
た
職
場
づ
く
り

１　

法
人
の
特
長
を
活
か
し
た
人
材
確
保
の
実
施

　

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等
の
養
成
を
行
う
全

国
の
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校
に
対
し
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
求
人
票
等
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
実
習

生
受
入
実
績
校
へ
は
訪
問
し
て
学
生
紹
介
の
依
頼
を

行
っ
た
。
ま
た
、
求
人
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
近
隣
へ

の
戸
別
配
布
及
び
新
聞
折
り
込
み
配
布
を
新
た
に
実

施
し
た
ほ
か
、
ケ
ア
ス
ク
ー
ル
資
格
研
修
修
了
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
、
採
用
に
結
び
付
け
た
。

更
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
求
人
サ
イ
ト
か
ら
の
採
用
募

集
や
人
材
派
遣
会
社
の
活
用
な
ど
継
続
的
に
採
用
活

動
を
実
施
し
た
。
な
お
、
職
員
採
用
の
一
元
化
を
図

る
た
め
、本
部
に
人
材
確
保
担
当
参
事
を
配
置
し
た
。

２　

働
き
方
改
革
へ
の
的
確
な
対
応

　

優
れ
た
人
材
の
確
保
と
勤
労
意
欲
の
向
上
を
目
的

と
し
て
行
う
登
用
試
験
（
主
と
し
て
介
護
職
契
約
職

員
の
正
規
職
員
化
）
に
つ
い
て
、
必
要
な
免
許
・
資

格
を
所
持
し
て
い
る
者
を
対
象
に
、2
回
実
施
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
健
康
保
持
の
た
め
、
労
働
時
間
管
理

の
徹
底
及
び
有
給
休
暇
取
得
の
促
進
を
行
う
よ
う
、

幹
部
連
絡
会
等
を
通
じ
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

３　

職
員
研
修
の
充
実

　

職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
全
職
種
を
対
象
と
し
た

職
種
横
断
階
層
別「
悉
皆
研
修
」（
ス
テ
ッ
プ
１
～
５
）

を
全
課
程
実
施
し
た
。「
全
体
研
修
」
は
、
近
年
社

会
問
題
化
し
て
い
る「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

を
題
材
に
講
師
を
招
聘
し
て
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
し
て
い
た
「
職
員
実
践
・
研
究
発
表
会
」

は
令
和
4
年
4
月
に
開
催
し
た
。（
演
目
７
題
）

４　

労
働
安
全
衛
生
の
推
進

　

職
員
の
定
期
健
康
診
断
を
実
施
す
る
他
、
看
護
・

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
腰
痛
予
防
対
策
の
実
施
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
高
ス
ト
レ
ス
者
へ
の
対
応
を
図

る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
の

推
進
を
図
っ
た
。

５　

障
害
者
雇
用
、
外
国
人
雇
用
の
推
進

　

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
幹
部
連
絡
会
議
等
に

お
い
て
そ
の
趣
旨
及
び
浴
風
会
の
現
状
を
説
明
し
、

法
定
雇
用
率
の
達
成
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
４
年

度
は
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
外
国

人
雇
用
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
も
調
整
し
て
進

め
た
結
果
、
４
年
度
末
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和

国
よ
り
6
名
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
よ
り
1

名
を
受
入
れ
、
南
陽
園
等
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
で

実
習
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。

第
４ 

地
域
と
の
協
働
と
社
会
貢
献

　

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
浴
風
会
の

各
事
業
部
門
の
経
験
や
資
源
を
活
か
し
、
地
域
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
４
年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
活
動
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
「
浴
風
会

つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
を
3
年
ぶ
り
に
対
面
開
催
し

た
。
ま
た
、
浴
風
会
病
院
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民

に
対
す
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や
回
復
期
コ
ロ

ナ
感
染
患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
地
域
医
療
の
貢
献

に
努
め
た
。
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浴
風
会
の
動
き

（ 

4 

月
～
５
月
）

︻
本
部
事
務
局
︼

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

浴
風
園
　︵
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

松
風
園
　︵
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
︶

松
風
園
　︵
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
︶

４
月

　

１
日　

採
用
辞
令
交
付
式
（
17
名
）

　

17
日　

杉
並
区
み
ど
り
公
園
課 

来
会

　

26
日　

職
員
実
践
・
研
究
発
表
会 

開
催

　

29
日　

天
理
教
杉
並
支
部
構
内
美
化
（
草

取
り
）
協
力

５
月

　

１
日　

採
用
辞
令
交
付
（
１
名
）

　

２
日　

富
士
見
个
丘
小
学
校　

写
生
会

　

26
日　

苦
情
解
決
委
員
会（
定
例
報
告
会
） 

開
催

６
月

　

１
日　

採
用
等
辞
令
交
付
（
１
名
）

　

２
日　

監
事
に
よ
る
監
査 

実
施

　

９
日　

第
１
回 

理 

事
会 

開
催
。「
令
和

４
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和
４
年
度
決
算
」、

「
幹
部
職
員
の
人
事
」
に
つ
い
て
、「
会
長
の

選
任
」
に
つ
い
て
等
承
認

　

27
日　

定
時
評
議
委
員
会 

開
催
。「
令
和

４
年
度
決
算
」
お
よ
び
「
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
」
に
つ
い
て
承
認
。「
令
和
４

年
度
事
業
報
告
」、「
評
議
員
の
選
任
」、「
幹

部
職
員
の
人
事
」
に
つ
い
て
報
告

　

同
日　

第
２
回 

理
事
会 

開
催
「
理
事
長

の
選
定
」
な
ら
び
に
「
業
務
執
行
理
事
の
選

任
」
に
つ
い
て
承
認　
　
　
　
　
　
（
大
谷
）

４
月

　

１
日
「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
18
期

生
」
開
講
（
受
講
生
18
名
）

　

3
～
4
日
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ

1
」（
職
員
新
任
研
修
）

　

26
日
「
第
18
回
職
員
実
践
・
研
究
発
表

会
」
開
催

5
月

　

31
日
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
3
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
2
年
目
研
修
）

6
月

　

7
日
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
3
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
2
年
目
研
修
）

　

28
日
「
悉
皆
研
修
・
ス
テ
ッ
プ
4
」

（
職
員
中
堅
Ⅰ
期
）

（
鈴
木
）

︻
お
知
ら
せ
︼

　

令
和
5
年
度
、
介
護
の
資
格
講
座
「
介

護
職
員
初
任
者
研
修
」（
8
月
1
日
開
講
・

火
曜
日
コ
ー
ス
、
11
月
6
日
開
講
・
月
曜

日
コ
ー
ス
）
申
込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
介
護
の
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
と
学
べ

る
講
座
で
す
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
浴

風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ
」
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。　
　
（
お
知
ら
せ
は
こ
ち
ら
←
）

https://w
w

w
.yokufuukai.or.jp/inform

ation/careschool/

４
月

　

５
日　

お
花
見
会
。
昼
食
に
な
だ
万
の
お

弁
当
を
頂
き
ま
し
た
。
食
堂
内
に
桜
の
飾
り

や
、
ご
利
用
者
が
作
制
し
た
塗
り
絵
を
飾
り

華
や
か
で
し
た
。

　

26
日　

職
員
実
践
・
研
究
発
表
会
。
浴
風

園
は
﹃
楽
し
く
入
浴
し
て
い
た
だ
く
為
の
工

夫
﹄
と
題
し
、
日
々
の
支
援
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
良
い
支
援
に
努
め

て
参
り
ま
す
。　
　

５
月

　

５
日　

端
午
の
節
句
。
玄
関
入
口
部
に
、

厳
か
な
鎧
兜
を
飾
り
菖
蒲
の
湯
に
浸
か
り
、

無
病
で
健
康
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

10
日　

新
茶
会
。
香
り
や
味
も
一
味
違
う

新
茶
を
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

18
日　

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
セ
ラ

ピ
ー
。
３
年
ぶ
り
再
開
と
な
り
、
ア
ニ
マ
ル

セ
ラ
ピ
ー
で
は
犬
と
触
れ
合
い
楽
し
み
ま
し

た
。
ケ
ア
セ
ラ
ピ
ー
で
は
３
名
の
先
生
方
が

ご
利
用
者
の
手
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い

た
だ
き
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
癒

さ
れ
ま
し
た
。

６
月

　

１
日　

園
芸
ク
ラ
ブ
。
今
年
は
ミ
ン
ト
５

種
類
の
苗
を
ご
利
用
者
と
一
緒
に
園
庭
に
植

え
ま
し
た
。
収
獲
後
が
楽
し
み
で
す
。（

徳
増
）

４
月

　

６
日　

花
見
会
。
今
年
は
桜
が
例
年
よ
り

長
持
ち
し
た
こ
と
も
あ
り
、
外
は
桜
吹
雪
で

あ
た
た
か
な
機
構
の
中
で
の
花
見
会
と
な
り

ま
し
た
。
松
華
堂
風
の
お
弁
当
に
も
、
春
ら

し
く
土
筆
の
天
ぷ
ら
が
添
え
ら
れ
、
お
好
き

な
飲
み
物
と
と
も
に
春
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月

　

10
日　

い
ち
ご
摘
み
。
昨
年
、
よ
く
ふ
う

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ち
ご
摘
み
を
と

て
も
う
れ
し
そ
う
に
楽
し
ん
で
く
れ
た
の

で
、
ご
利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
１
年
が
か
か

り
で
丹
精
込
め
て
い
ち
ご
を
育
て
、
し
っ
か

り
熟
し
た
こ
の
日
に
、
こ
と
し
も
園
児
の
み

な
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
面
に
座

り
込
ん
で
、
カ
ッ
プ
に
嬉
し
そ
う
に
い
ち
ご

を
入
れ
て
い
く
姿
に
、
ご
利
用
者
も
と
て
も

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
と
な
り
ま
し
た
。

６
月

　

２
日　

オ
ニ
フ
ェ
ス
（
玉
ね
ぎ
収
穫
祭
）。

松
風
園
の
北
側
で
行
わ
れ
て
い
る
﹃
未
来
の

暮
ら
し
創
造
塾
杉
並
﹄
の
農
園
事
業
の
一
環

で
、第
１
回
オ
ニ
フ
ェ
ス
（
玉
ね
ぎ
収
穫
祭
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
の
農
作

業
で
育
て
ら
れ
た
玉
ね
ぎ
を
、
利
用
者
の
皆

様
と
掘
り
起
こ
し
、
辛
み
も
少
な
く
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
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浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

︻
介
護
保
険
事
業
︼

南
陽
園
︵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

︵
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
︶

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
二
南
陽
園
︵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

︵
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
︶

４
月

　

５
日　

お
花
見
弁
当
。
春
ら
し
く
彩
の
良

い
お
弁
当
で
し
た
。

５
月

　

２
日　

端
午
の
節
句
で
は
、
昼
食
に
か
つ

お
の
た
た
き
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
お
か
わ
り

自
由
で
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

15
日　

新
茶
会
を
開
催
。
新
茶
と
抹
茶
大

福
を
ご
用
意
し
大
変
好
評
で
し
た
。

　

30
日　

食
堂
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
準
備
。

今
年
は
き
ゅ
う
り
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

作
り
ま
す
。

　

31
日　

開
園
記
念
は
御
祝
膳
で
、
27
周
年

の
節
目
を
乾
杯
し
ま
し
た
。

６
月

　

16
日　

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た
「
や

さ
し
い
ヨ
ガ
」
を
再
開
し
ま
し
た
。（
尾
滝
）

︻
お
知
ら
せ
︼

◆
ご
来
園
時
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
高
齢
者
の
集
団
生
活
の
場

で
あ
り
、
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

◆
入
居
説
明
会
の
受
付
に
つ
い
て

　

感
染
症
が
流
行
し
て
お
り
、
上
半
期
の
開

催
は
見
送
り
ま
し
た
。下
半
期
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
会
誌
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

４
月

　

3
日　

新
入
介
護
職
員
４
名
を
迎
え
、
当

初
は
緊
張
し
て
い
る
面
持
ち
で
し
た
が
、
今

で
は
徐
々
に
慣
れ
て
い
き
、
ご
利
用
者
と
笑

顔
で
接
し
な
が
ら
１
人
前
の
介
護
士
を
目
指

し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

５
月

　

1
～
7
日　

菖
蒲
湯
を
行
い
、
ご
利
用
者

に
は
菖
蒲
の
香
り
を
嗅
い
で
春
の
季
節
を
感

じ
て
頂
け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

5
日　

端
午
の
節
句
で
柏
餅
を
お
配
り
し

ま
し
た
。

　

21
日　

新
茶
の
会

を
催
し
、
職
員
扮
す

る
茶
娘
か
ら
新
茶
と

和
菓
子
が
振
舞
わ
れ
、

新
茶
の
香
り
を
楽
し

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

６
月

　

１
日　

当
園
52
回
目
の
開
園
記
念
日
で
し

た
。
半
世
紀
以
上
継
続
で
き
た
の
は
、
何
よ

り
も
ご
利
用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
様
・
関
係
機
関
各
位
の
ご
支

援
・
ご
理
解
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

18
日　
「
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
」
を
行

い
ま
し
た
。
綺
麗
に
飾
ら
れ
た
色
と
り
ど
り

の
フ
ル
ー
ツ
の
盛
り
合
わ
せ
の
中
か
ら
お
好

き
な
物
を
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。　
（
宮
岡
）

４
月

　

28
日　

お
天
気
が
良
く
園
内
散
歩
に
出

か
け
ま
し
た
。
偶
然
中
庭
の
池
で
カ
ル
ガ

モ
の
親
子
に
も
遭
遇
！
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
く
子

ガ
モ
の
姿
に
「
か
わ
い
い
！
」
と
皆
さ
ん

釘
付
け
で
し
た
。

５
月

　

10
日　

体
操
や
ゲ
ー
ム
、
音
楽
な
ど
毎

日
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
足
で
蹴
る
ボ
ー
リ
ン

グ
。
実
習
生
も
加
わ
っ
て
と
て
も
賑
や
か

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

６
月

　

７
日　

一
足
早
く
七
夕
飾
り
を
作
り
ま

し
た
。
千
代
紙
を
張
っ
た
筒
に
色
と
り
ど

り
の
「
吹
き
流
し
」
と
「
ぼ
ん
ぼ
り
」
を

付
け
て
完
成
で
す
。
画
用
紙
を
丸
く
切
っ

た
り
、
お
花
紙
を

広
げ
た
り
、
細
か

い
作
業
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も

素
敵
に
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
を
検
討
中
の
方

は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

見
学
も
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３（

扇
野
）

４
月

　

19
日　

ク
ッ
キ
ン

グ
★
カ
フ
ェ
に
て
、

「
芋
饅
頭
＆
春
キ
ャ

ベ
ツ
の
お
好
み
焼
き
」

を
作
り
ま
し
た
。

５
月

　

３
～
５
日　

各
フ
ロ
ア
に
て
菖
蒲
湯
を

行
い
、
菖
蒲
を
浴
槽
に
浮
か
べ
、
無
病
息

災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

24
日　

ク
ッ
キ
ン

グ
★
カ
フ
ェ
に
て
、

「
そ
ら
豆
ケ
ー
キ
＆
そ

ら
豆
ス
コ
ー
ン
＆
桃

の
カ
ル
ピ
ス
テ
ィ
ー
」

を
作
り
ま
し
た
。

６
月

　

５
日　

各
フ
ロ
ア
に
て
フ
ル
ー
ツ
バ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
様
、 

フ

ル
ー
ツ
盛
り
を
見
て
喜
ば
れ
、
季
節
の
果

物
を
選
ん
だ
り
さ
れ
、大
変
好
評
で
し
た
。

　

21
日　

ク
ッ
キ
ン

グ
★
カ
フ
ェ
に
て「
塩

レ
モ
ン
焼
き
そ
ば
」

を
作
り
ま
し
た
。

（
工
藤
）
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

よ
く
ふ
う
保
育
園

第
三
南
陽
園
︵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︶

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ケ
ア
ケ
ア
2424
高
井
戸

高
井
戸

︻
病
院
事
業
︼

浴
風
会
病
院

浴
風
会
病
院

４
月

　

１
日　

開
園
記
念
日
。
第
三
南
陽
園
は
ご

利
用
者
、
ご
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
21
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
毎
年
恒
例
の
紅
白
饅
頭
を

用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用
者
と
共
に

お
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月

　

３
～
５
日　

菖
蒲
湯
。
今
年
は
高
知
県
の

菖
蒲
を
使
用
し
ま
し
た
。
今
年
の
菖
蒲
は
香

り
が
強
く
、
皆
さ
ま
い
つ
も
よ
り
長
め
に
入

浴
さ
れ
菖
蒲
湯
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
良

い
厄
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

14
日　

新
茶
の
会
。
毎
年
恒
例
の
職
員
に

よ
る
茶
娘
が
登
場
し
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
新
茶
を
振
舞

い
ま
し
た
。
新
茶

の
新
鮮
さ
を
味

わ
い
つ
つ
、
新
緑

の
季
節
を
皆
さ

ま
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

６
月

　

22
日　

フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
。
毎
年
ご

利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
好
評
の
フ
ル
ー
ツ
バ

イ
キ
ン
グ
を
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
事
前

に
ご
利
用
者
か
ら
希
望
を
伺
っ
た
う
え
、
季

節
の
フ
ル
ー
ツ
を
召
し
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
美
味
し
さ
に
笑
顔
溢
れ
る
ひ
と
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

４
月

　

１
日　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
は
開

設
21
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
皆

様
と
一
緒
に
、
豪
華
な
お
花
見
弁
当
と
紅
白

饅
頭
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

５
月

　

３
～
５
日　

菖
蒲
湯
に
入
ら
れ
無
病
息
災

を
願
い
ま
し
た
。

　

５
日　

鯉
の
ぼ
り
の
飾
り
を
作
り
、
お
や

つ
に
は
か
し
わ
餅
を
召
し
上
が
り
、
皆
さ
ん

で
端
午
の
節
句
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

14
日　

母
の
日
に
は
ご
家
族
か
ら
お
花
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
な
ど
沢
山
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
届
き
ま
し
た
。「
綺
麗
ね
！
」「
嬉
し
い

わ
ね
！
」
と
皆
様
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

25
日　

毎
年
恒
例
の
、
テ
ラ
ス
の
畑
で
育

て
た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

12
月
に
三
〇
〇
球
の
苗
を
植
え
、
今
年
も

立
派
な
玉
ね
ぎ
が
沢
山
実
り
ま
し
た
。
ご

利
用
者
全
員
参
加
で
、

「
よ
い
し
ょ
！
」「
そ

れ
ー
！
」
と
皆
様
元

気
に
玉
ね
ぎ
を
収
穫

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
、

毎
日
の
お
料
理
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

６
月

　

13
・
14
日　

ら
っ
き
ょ
う
漬
け
を
行
い
ま

し
た
。
泥
を
落
と
し
て
根
っ
こ
を
切
り
、
皮

を
剥
く
下
準
備
を
、
皆
様
手
慣
れ
た
手
つ
き

で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
阿
部
）

４
月

　

11
日　

 

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
地
域
連
携

　

13
日　

き
ず
な
サ
ロ
ン
「
か
り
ん
」

　

17
日　

認
知
症
業
務
説
明
会

　

18
日　

業
務
説
明
会

５
月

　

8
日　

新
人
職
員
研
修

　

9
日　

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
地
域
連
携

　

10
日　

上
高
井
戸
端
定
例
会

　

11
日　

 

き
ず
な
サ
ロ
ン
「
か
り
ん
」

　

26
日　

 

だ
れ
で
も
ロ
ビ
ー
カ
フ
ェO

PEN

　

29
日　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

６
月

　

8
日　

き
ず
な
サ
ロ
ン
「
か
り
ん
」

　

13
日　

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
地
域
連
携

　

14
日　

高
井
戸
端
総
会

　

15
日　

医
療
職
南
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

　

20
日　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

　

23
日　

だ
れ
で
も
ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

　

29
日　

地
域
交
流
お
し
ゃ
べ
り
会

５
月　

法
人
内
施
設
ご
利
用
者
と
の
交
流

６
月　

し
ゃ
く
と
り
虫
発
見

７
月　

じ
ゃ
が
芋
掘
り　
　
　
　
　
（
黄
地
）

★
区
民
健
康
診
査

　

区
民
健
康
診
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

杉
並
区
、
世
田
谷
区
、
中
野
区
に
お
住
い

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
予
約
は
お
電
話
で
、
月
曜
～
金
曜
（
祝

日
を
除
く
）午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

予
約
電
話　

０
３
︲
５
９
４
１
︲
６
９
３
０

皆
様
の
ご
予
約
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
て

　

当
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
５
月
に
５
類
感
染
症
と
い
う

「
風
し
ん
」
や
「
麻
し
ん
（
は
し
か
）」
と
同

じ
分
類
に
変
更
が
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
順

次
対
策
内
容
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
館
内
で
の
不
織
布
マ

ス
ク
の
着
用
」

や
「
入
院
患
者

様
へ
の
面
会
制

限
」
等
、
ま
だ

ま
だ
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
も

多
く
あ
り
ま

す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
多
胡
）
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老
健
く
ぬ
ぎ
　（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

︻
研
究･

研
修
他
︼　

︽
次
回
は
発
行
予
定
令
和
5
年
10
月
秋
季
号
︾

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
https://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/

令
和
５
年
２
月
か
ら
６
月

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

関
ふ
じ 

様
、
立
正
佼
成
会 

様

　

ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

   

ご
芳
志

ご
芳
志

ご
芳
志

４
月

　

今
年
は
早
く
桜
が
咲
き
始
め
、
天
候
も
悪

か
っ
た
為
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
桜
を
楽
し

む
期
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

さ
く
ら
御
膳
に
て
春
を
楽
し
み
ま
し
た
。

５
月

　

ご
利
用
者
が
塗
り
絵
を
し
て
表
紙
に
し
た

手
作
り
の
お
絵
描
き
帳
を
保
育
園
児
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
後
日
、
子
供
た
ち
か
ら

直
接
、
し
お
り
の
お
返
し
を
頂
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
ず
っ
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
接
触
を
控
え
て
い

た
の
で
、
子
供
た
ち

と
の
触
れ
合
い
に
、

ご
利
用
者
は
終
始
、

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

６
月

　

新
茶
の
会
で
は
、
法
被
を
着
た
職
員
と
、

お
茶
娘
が
新
茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。日
頃
、

な
か
な
か
水
分
を
摂
取
し
て
く
れ
な
い
ご
利

用
者
も
「
新
茶
は
美
味
し
い
」
と
進
ん
で
２

杯
飲
ま
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。（
森
屋
）

４
月

　

10
日　

運
営
会
議
（Zoom

）

　

13
日　

内
部
研
修
（
厚
生
行
政
研
修
）

　

15
日　
「
認
知
症
三
昧
！
山
口
塾fi nal

」

（Zoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）　

380
名
参
加

５
月

　

8
日　

運
営
会
議
（Zoom

）

　

24
日　

内
部
研
修
（
基
礎
研
修
）

　

29
日
～
６
月
９
日　

第
1
回
認
知
症
介
護

指
導
者
養
成
研
修
（
前
期
）　

15
名
参
加

６
月

　

12
日　

運
営
会
議
（Zoom

）

　

16
日　

内
部
研
修
（
基
礎
研
修
）

　

22
日　

運
営
協
議
会/
評
価
委
員
会

　

26
日　

認
知
症
介
護
実
践
者
等
養
成
事
業

行
政
担
当
者
連
絡
会　
　
　
　
　
　
　
（
橋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
  

・手作り布マスクとお手玉からつながる地域の輪 

～心の距離が縮まる中で見えてきた施設が果たす役割～         

南陽園 機能訓練指導員 髙井 知貴 

地域連携担当ケアワーカー 山口 春美 

 

 

 

・楽しく入浴して頂く為の工夫～「入る入浴」から「入りたい入浴」へ～             

         浴風園 ケアワーカー  板井 英子  

植松 尚美 

  

・ ｢キラリ・ホット｣を活かし、 

ご利用者の生活に対する満足度を高めた研究        

         第三南陽園 ケアワーカー 熊本 薫    

清水 秀則  

・ 在宅復帰を希望するご利用者に対する 

  特別養護老人ホームにおけるチームケアマネジメント 

第二南陽園 ケアワーカー 佐藤 多栄子  

生活相談員  落合 寿和 

  

・報告・松風園と新型コロナ～自立型施設へのコロナ禍の影響～                

         松風園 ケアワーカー 荘   安孝  

看護師 矢後 朝子 

最優秀賞  

 

    

優秀賞  

 

    

開催日：令和５年４月２６日 

会 場：認知症介護研究・ 

    研修東京センター 

布マスクとお手玉からつながる

～心の距離が縮まる中

南陽

地域連

入

浴

入

浴

入浴して頂く為の工夫～「入る入

浴

 

最優秀賞受賞者の発表要旨は本誌秋季号に掲載予定です。

元
南
陽
園
ご
利
用
者 

故 

関
ふ
じ
様
の
ご

遺
志
に
よ
り
、
南
陽
園
で
エ
ア
マ
ッ
ト
15

枚
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故 

関
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

御
礼

訃
報

　

元
当
会
監
事
（
弁
護
士
）
の
多
久
島
耕

治
様
に
は
、
去
る
６
月
１
日
、
88
歳
に
て

ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。多
久
島
様
に
は
、

平
成
12
年
６
月
よ
り
、
約
21
年
に
亘
っ
て

当
会
監
事
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー


